
















はじめに 

母子健康手帳は、妊娠・出産・育児に関する母と子の一貫した健康記録となるものである

ばかりでなく・健康情報源としても役立ち・また保健指導の際にも重要な資料として利用

されるものである。 

母子健康手帳は、母子保健法第 16 条において妊娠の届出をした者に対し交付しなければな

らないことが規定されており、医師、保健婦、助産婦等に対しても局長通知により正確な

記入が指示されている。昭和51 年には・.母子健康手帳がその機能.を十分発揮すること.

を期待して改訂が加えられた。 

今回、母子健康手帳の改訂に向けて検討を行うにあたり、その利用状況を調査した。 

調査の前に、利用状況をどういう側面からとらえるかについて、本県の研究委員会では以

下のような議論がなされた。 

すなわち; 

1)利用度を記入度とおきかえ得るか。 

2)記入してある事項を保健医療側がどう利用するかも利用度に入らないか。 

3)利用状況を踏えはするが、利用を促す施策による解決の側面からの検討もいるのではな

いか。母子健康手帳の利用について書式改訂の検討のみならず手帳の機能そのものの検討

をも含めて母子健康手帳の使い方はこうあるべきはないかとの検討も進めなければならな

い。以上の考えをもとにして、既存の調査の整理を行ない欠けている調査を実施すること

にした。 

既存の調査では、妊産婦ならびに乳幼児の母親の母子健康手帳の記入状況、ならびに活用

状況については数件の文献が見られた。しかし、母子健康手帳を指導者側がどのように活

用しているかの調査は見られなかった。 

そこで今年度は母子保健指導者側に対してアンケート調査を行ない、その利用状況につい

て検討することとした。 


